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■ 取組の経緯・進め方 
 
・ 山科区の人口は平成 13 年（2001 年）の 137,965 人をピークに減少を続

けており，平成 30 年（2018 年）は 134,695 人となっている。今後も人

口減少傾向は続くと見られ，2040 年には平成 13 年のピーク時より 2 万

人の減少が見込まれる。 
・ また，山科区の高齢化率は平成 29 年（2017 年）の推計値で 30.5%とな

っており，京都市内の行政区において，東山区（33.4%）に次いで 2番目

に高く，高齢単身世帯や高齢の夫婦のみ世帯も年々増加している現状が

ある。 
・ 加えて，自治会・町内会の加入率も減少傾向にある。高齢化に伴う担い手

の減少と自治会・町内会の加入率の減少は，今後，地域コミュニティの弱

体化を加速させるおそれがある。 
・ 平成 25年の住宅・土地統計調査では山科区には約 1万戸の空き家が存在

すると推計され，今後，高齢者単身世帯の増加に伴い，一層その数が増え

ていくことが予想される。 
・ こうした課題認識のもと，地域を挙げて空き家問題の解決を図っていく

ため，平成 29年 1月から安朱学区において空き家対策の取組を開始。平

成 30 年（2018年）からは山科区内の全 13 学区が一丸となって，「山科

区空き家対策協議会」を立ち上げるとともに，自治連合会や学識経験者，

不動産業界団体，弁護士等の専門家からなる「山科空き家対策プロジェ

クトチーム」を設立し，山科区全体として対策に乗り出すこととなった。 

 

■ 具体的な取組 
 
取組①：空き家情報の収集とデータベース化 

・ 平成 30 年 10 月から，約 370 の町内会の協力により空き家の実態調査

（＊）を実施 

＊実態調査…空き家の所在地を地図へ落とし込み，所有者情報等を収集 

・ 実態調査を基に，空き家の外観調査等を実施中 

（平成 31年度継続実施予定） 

・ その後，調査結果を基に「空き家台帳」を整備 

取組② 新たな空き家の発生を防ぐ啓発（各学区でのセミナー開催等） 

・ 地域の行事等を活用し，新たな空き家の発生を防ぐためのセミナーを開

催 

・ 平成 30年 11月，山科区民まつり「ふれあい“やましな”2018」におい

て，不動産業界の 2 団体と連携して「空き家をはじめとした不動産よろ

ず相談コーナー」を設置 

 

■ 今後の取組 
 
１ 空き家の活用（市場での流通） 

取組①：空き家所有者の調査 

・ 登記簿をはじめ手がかりとなる情報を収集して，空き家の所有者を調査 

取組②：所有者との折衝（売却，賃貸等） 

・ 空き家を放置することによる不利益等を丁寧に説明し，相談を行う中で，

売却，賃貸等を促す 

取組③：買い手，借り手の模索 

・ 不動産事業者の協力を得て，空き家の買い手，借り手を探す 

２ 新たな空き家の発生を防ぐ啓発（各学区でのセミナー開催等） 

・ 地域の行事等を活用し，新たな空き家の発生を防ぐためのセミナーを 

開催 
● 空き家をはじめとした不動産よろず相談コーナー 

● 山科区空き家対策協議会の紹介パネル 


